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６月２日の本会議では、市長からの提案理由説明が行
われました。
６月８日、９日、１２日、１３日の本会議では、福祉や
教育など、当面する市政の諸課題について、一般質問
がありました。
⇒主な質問と答弁の内容は、３〜７ページをご覧くだ  
　さい。
６月１４日〜１６日、１９日には、各常任委員会を開
催し、付託された議案等について審査しました。
６月２０日の定例会最終日の主な内容は、次のとおり
です。

委員長報告
　各常任委員会での審査の経過と結果について、委員長報告
を行いました。
⇒審査の概要は８ページをご覧ください。
採決
　市長から提出された１７議案については、いずれも原案の
とおり「可決」「同意」とすることに決定しました。
請願　
　今定例会に提出された４件について、採決を行いました。

⇒可決した主な議案や意見書、請願の審議結果は、１０ペ
　ージをご覧ください。
⇒議案・意見書・請願の会派別賛否一覧（賛否が分かれた
　もののみ）は、９ページをご覧ください。

定 例 会 の 概 要
各派代表者会議
議員初会合
４月臨時会
本会議（正副議長選挙・各常任委員会委員など
の選任・提案理由説明・討論・採決など）
各常任委員会
議会運営委員会
まちづくりと公共交通対策特別委員会
議会改革検討調査会
議会報編集委員会
政務活動費のあり方検討会

　　　　　　　　
議会運営委員会
議会報編集委員会
議会関係事務説明会
市政説明会
市政説明会
市施設見学会
議会改革検討調査会
各派代表者会議
政務活動費のあり方検討会
まちづくりと公共交通対策特別委員会
議案説明会
議会運営委員会

６月定例会開会
本会議（提案理由説明など）…………
議会報編集委員会
議会運営委員会
本会議（一般質問・６人）
本会議（一般質問・７人）
本会議（一般質問・７人）
議会運営委員会
本会議（一般質問・４人）
商工農林水産委員会・建設委員会
総務文教委員会・厚生委員会
議会運営委員会
商工農林水産委員会・建設委員会
総務文教委員会・厚生委員会
本会議(委員長報告･討論･採決など) …
６月定例会閉会
政務活動費のあり方検討会
各派代表者会議
　
　　　　　　　
議会報編集委員会

２４日
２５日
２８日

２日
８日

９日
１２日
１７日

２４日
２６日

２日

５日
８日
９日
１２日

１３日
１４日
１５日
　　　
１６日
１９日
２０日

２１日
２７日

４日

平成２９年６月定例会

１０億９，３００万余円の補正予算等を可決
　平成２９年６月定例会は、６月２日から２０日まで１９日間の会期で開かれました。
　この定例会では、総合体育館第１アリーナ４面スクリーン設置に要する経費などの補正予算案件、
精神障害者に対する交通運賃割引制度の適用を求める意見書など、合わせて２０議案が原案のとお
り決まりました。
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災害等への対応について
高田　重信（自由民主党）

問 熊本地震では、水、食料等が不
足したが、本市の備蓄状況と課

題は。また、応援職員や物資を受け入
れるための受援計画を策定しては。

答 本市で想定される呉羽山断層帯地震では、被
災者は約３万２千人と想定され、食料は、約

４割の１万１，３００人の１日分、水は、約５万人
の飲料水３日分と約１３万人の生活水等を確保して
いる。熊本地震を契機とし、平成３３年度までに食
料の備蓄量を３日分へと拡充したいと考えている。
備蓄場所の不足が課題であり、小学校等で新たな備
蓄場所の確保に努めているところである。　
　国から受援計画策定推進の通知があり、市として
も策定に向け、調査研究していきたい。（建設部長）

高齢者・障害者への支援について
松井　桂将（公明党）

問 「ヘルプマーク」の普及や啓発
に向け、市民への意識付けが必

要と考えるが、見解は。

答 「ヘルプマーク」は、義足等を
使用している方、内部障害や難

病、また妊娠初期の方など、外見から
は支援が必要なことがわからない方が、
周囲の方からの援助や配慮を得られや
すくするために東京都が作成したマー
クである。案内用図記号を規定する規
格（ＪＩＳ）にも追加されることから、
本市においても、このマークの普及・
啓発に努めていきたいと考えている。

（福祉保健部長）

同行援護サービスを使ったタンデム自転車の利用について
江西　照康（自由民主党）

問 障害者総合支援法に基づく同行
援護サービス等を利用して、視

覚障害者の方がタンデム自転車に乗る
ことはできないか。

答 国の通知の中では、ヘルパー自らが車両を運
転した場合、安全運転に専念する必要があり、

サービス費の算定ができないとされている。タンデ
ム自転車に乗車する場合にも援護を行えない状況と
解され、現段階においては、同行援護サービス利用
は難しいと考えている。ボランティアや協力団体の
支援等により、視覚障害者の一部の方がタンデム自
転車に乗り、風を感じ喜ばれていると聞いているこ
とから、今後、国の通知を改正するには、支援団体
等の声や横のつながりを強くしていくことだと考える。

（市長、福祉保健部長）

子どもに関することについて
髙田　真里（自由民主党）

問 まちなか総合ケアセンターの利
用状況と、周知のための取り組

みは。

答 ５月末時点で、産後ケア応援室
の利用実人数は、デイケアで２０人、宿泊で

１５人、病児保育室は５０人である。こども発達支
援室では、発達障害に関する相談が２４７人で、ま
ちなか診療所では、訪問診療等の患者が７人である。
　まちなか総合ケアセンターについては、市の広報
やホームページ等でＰＲしている。産後ケアや病児
保育などのサービスは、働くお母さんを支えること
にもつながることから、市内の企業に働きかけ、よ
り一層の周知に努めていきたい。（福祉保健部長）

　２４人の議員が一般質問を行いました。
　その中から一部の質問項目を抜粋し、その要旨
をお知らせします。

一般質問

タンデム自転車

ヘルプマーク
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カラス対策について
髙道　秋彦（自由民主党）

問 都心居住カラス一掃大作戦の概
要は。

答 この作戦は、捕獲を中心とした
積極的なカラス対策に取り組み、

中心市街地のカラスの個体数を減少させることによ
り、都市のイメージアップを図るものである。
　概要としては、①個体数を減らす対策として、
２９～３１年度までの３年間、中心市街地のカラス
対策推進業務を集中的に実施する②ふん害対策とし
て、歩道清掃用高圧洗浄機を速やかに購入し、清掃
箇所をさらに拡充する③追い払い対策の社会実験と
して、今年度の収穫時期までに、農作物被害対策の
ためのドローンによる追い払いを実施する―もので
ある。	 （環境部長）

中小企業支援について
舎川　智也（自由民主党）

問 中小企業に対し、一歩踏み込ん
だ支援が必要だと考えるが、今

後どのように支援をしていくのか。

答 本市の経営面の支援としては、
①中小企業経営相談員による窓口相談や中小

企業診断士による経営指導の実施②商工会議所や商
工会が実施する小規模事業経営支援事業への支援③
若手経営者の経営能力の向上を図る「とやま経営実
践塾」の開催―などと、資金面の支援としては、融
資制度の利子助成率引き上げや期間延長などを行っ
ている。さらに、海外進出を目指す企業と海外駐在
経験のある高年齢者とのマッチングなどを行う事業
や、後継者問題についても関係機関と連携して取り
組み、地域経済を支える中小企業の支援に努めてい
きたいと考えている。	 （商工労働部長）

教員の多忙化解消について
島　隆之（光）

問 現場教員の意見や希望をどのよ
うに吸い上げているのか。また、

実態調査の取り組み状況は。

答 市教育委員会では、毎年、市内
の全小中学校を訪問して校長と面談する機会

を設けている。また、小中学校の校長会の代表者と
の意見交換会を年４回開催している。さらには、多
忙化解消に向けた各学校の取り組み状況等について
も調査し、共有している。こうした取り組みにより
現場の意見を聞いて、市教育委員会としての支援に

つなげている。
　教員の実態調査については、６月から始めたとこ
ろであり、内容等を検証した上で、来年度以降の取
り組みにつなげていきたい。（教育委員会事務局長）

路面電車の南北接続について
村石　篤（社会民主党議員会）

問 路面電車南北接続事業による費
用対効果は。

答 施設の整備費約２５億円に対し、
５０年間に得られる総便益とし

て、乗り継ぎの際の移動や待ち時間の短縮、自動車
から路面電車への転換による道路混雑緩和などを金
銭的価値に換算し、総額約３３億円と試算しており、
費用を上回る効果があると見込んでいる。また、事
業実施により、大きく人の流れが変わることが想定
されることから、中心市街地のにぎわい創出や高齢
者の外出機会増加による健康増進など、さらには、
都市のイメージ向上による企業の進出誘導、新たな
雇用創出など、市民生活や経済活動において数字に
表せない多様な効果も見込まれると考えている。

（都市整備部長）

保育所の入所申し込みについて
松井　邦人（自由民主党）

問 地元の保育所に入所できないの
は大変な負担と考えるが、入所

判断する際に居住地を加味しては。

答 保護者が保育所を選ぶ際には、
自宅や勤務先からの距離、延長保育や病児保

育の実施状況など、さまざまな理由が考えられる。
市では、保育の必要性が高いと判断できる児童から
入所を決定しており、居住地を加味した加算項目を
設けることは、現時点では慎重な判断が必要である
と考えている。
　一方で、できるだけ希望する保育所に入所できる
よう、これまで以上に保育の受け皿の拡大に努めて
いきたいと考えている。　　　（こども家庭部長）

富山駅北口駅前広場完成イメージ図
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強い農林業の振興について
石森　正二（自由民主党）

問 中山間地域農業の活性化のため
の推進策は。

答 本市では、①集落ぐるみで実施
される農業生産活動による耕作

放棄地の発生防止や多面的機能を確保するための
「中山間地域等直接支払事業」②収益性の高い農産
物等の生産・販売等を支援し、意欲ある中山間地域
の農業者等の所得向上を推進するための「中山間地
域等担い手収益向上支援事業（国事業）」③集落を
越えて農地を借り受けたい担い手を支援することに
より、広域連携による持続可能な営農体制の確立を
目指す「中山間地域等担い手農地集積支援モデル事
業（県事業）」―などを実施している。今後とも国
や県の事業を有効活用しながら、関係機関と連携し、
中山間地域農業の活性化を図っていきたい。

（農林水産部長）

市街化区域内の農地について
久保　大憲（自由民主党）

問 市街化区域内の農地を保全する
生産緑地地区の指定は、宅地の

供給を制限し、コンパクトなまちづく
りの促進に寄与すると考えるが見解は。

答 本市の将来人口は減少すると予測しているが、
世帯数については、世帯分離などにより増加

すると予測している。また、市街化区域内の開発行
為は、最近の５年間では年平均で４３件行われてお
り、今後とも宅地の需要が見込まれると考えている。
　さらに、本市のコンパクトなまちづくりは、居住
地を自由に選択してもらいながら、公共交通沿線の
魅力を高めることで、そこに住む市民を増やしてい
く誘導的手法を基本としており、生産緑地地区の指
定は、必ずしも都心や公共交通沿線の居住地の選択
につながるとは考えていない。　（都市整備部長）

バリアフリー化について
小西　直樹（日本共産党）

問 市営や市が関連する施設につい
て、高齢者や障害者からやさし

くない（非バリアフリー）と指摘され
る設備への対応は。

答 高齢者や障害者の方々からバリアフリーに関
する相談を受理した場合には、担当課への状

況調査を行い、必要に応じて、障害者差別解消法に
基づき、関係機関への合理的配慮を依頼している。

　市としては、高齢者や障害者の方々が積極的に社
会参加していく上で、安全と利便を確保するために、
バリアフリー化の促進を図ることは重要であると考
えていることから、今後も啓発活動も含め、高齢者、
障害者にやさしい環境整備に努めていきたい。

（福祉保健部長）

富山地方鉄道不二越・上滝線について
竹田　勝（自由民主党）

問 開発駅のパークアンドライド駐
車場の整備並びに月岡駅の駐車

場の拡大について、見解は。

答 パークアンドライド駐車場の整
備は、駅勢圏の拡大に有効な手法であり、こ

れまで交通事業者と連携して、月岡駅、大庄駅、上
滝駅において整備を進め、不二越・上滝線の活性化
と利便性向上につながっているものと認識している。
　開発駅については、用地の確保が課題であると考
えているが、その必要性や効果について、交通事業
者とともに検討していきたい。また、月岡駅につい
ては、隣地が交通事業者の所有地であることから、
当該用地を活用した拡張について交通事業者と協議
していきたい。　　　　　　　　（都市整備部長）

ゆとりある安全で快適な教育環境について
赤星　ゆかり（日本共産党）

問 堀川南小学校は、あらゆる部屋
を教室に転用してきたので、学

校全体で余裕がない。５年後、６年後
には、現在より児童数が１００人以上
増える見込みである。現在でも人数に対応できてい
ないさまざまな問題が表れているが、こういう状態
になっていることについて、市長の見解は。

答 そこまでの実態の報告を受けていない。私の
立場では、教育委員会が決めることに対して

発言できないが、予算要求があればしっかり対応する。	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （市長）

月岡駅のパークアンドライド駐車場
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呉羽丘陵について
金谷　幸則（自由民主党）

問 観光拠点として今後、どのよう
に県内外にＰＲしていくのか。

答 本市では、これまでも豊かな自
然環境等を有する呉羽丘陵のＰ

Ｒを行ってきたが、近年の旅行形態から滞在型観光
を推進していくことが重要と考え、昨年度、岩瀬や
八尾等で滞在型・交流型観光モデルツアーを実施し
た。参加者の感想から、これからの観光には、魅力
的な体験プログラムの造成やガイドの育成・充実な
ど、受け入れ体制の整備が重要であると考えられる。
　呉羽丘陵についても、今後、民間事業者や地元ボ
ランティア等により、受け入れ体制が整い、魅力的
な滞在型・交流型観光の拠点となれば、観光協会や
関連事業者などと連携を図りながら、さらなるＰＲ
に努めていきたい。	 （商工労働部長）

食品ロスの削減への取り組みについて
尾上　一彦（会派 誠政）

問 本市で発生する食品ロスの状況
は。

答 第２次富山市一般廃棄物処理基
本計画の策定にあたり、家庭ご

みの組成調査を昨年１０月に行ったところ、燃やせ
るごみの中に生ごみが３４．５％含まれていた。そ
の生ごみのうち１９％が手つかず食品や食べ残しな
どの食品ロスであり、燃やせるごみ全体の６．７％
であった。昨年度の家庭から出た燃やせるごみの総
量は、約８１，０００ｔであり、食品ロスは約
５，４００ｔ発生していると想定される。

（環境部長）

大山地域のコミュニティバスについて
泉　英之（自由民主党）

問 富山地方鉄道の４駅とその圏内
に点在する主要施設を必ず通る

環状型バス路線を構築してはどうか。

答 大山地域では市営コミュニティ
バスを運行しており、これまでも、デマンド

タクシーの試行運行の支援やコミュニティバスの増
便など、利用促進に努めてきた。しかし依然として
利用状況が低迷しているため、昨年度からあらため
て地元の方々と協議を開始し、今年度中には、地域
が望む運行形態を提案いただけると聞いている。
　今後、既存の車両や人員の枠組みの中で、提案の
環状型の路線の構築も含め、地域の意見が最大限生

かされるよう検討し、より地元の方々に利用いただ
ける路線の構築に努めていきたい。

（都市整備部長）

本市の受動喫煙防止の方向性について
金井　毅俊（日本維新の会）

問 受動喫煙防止対策の強化は、健
康寿命の延伸施策にも増して、

本市にとって重要な施策と考えるが、
市長の見解は。

答 受動喫煙防止対策の強化については、健康寿
命の延伸を図るためのさまざまな施策と優先

順位の高さを競うものではなく、他の施策と一体と
なって包括的に取り組むべきものと認識している。
　このことから、妊産婦や乳幼児の保護者をはじめ、
小中学生や飲食店の経営者、禁煙を希望する方への
啓発を通して、受動喫煙の防止対策を一層推進し、
生活の質の向上につなげていくことが大切だと考え
ている。　　　　　　　　　　　　　　　（市長）

八尾地域統合中学校整備事業の市場調査について
大島　満（フォーラム３８）

問 本事業に、地元住民の要望を反
映する余地はあるのか。また、

ＰＦＩ手法による本事業への参加意向
がある企業は何社か。

答 地元の意見や八尾地域統合中学校建設推進協
議会からの要望等も参考に、本年１２月に公

表する予定の要求水準書を作成していきたい。また、
ＰＦＩ事業者の選定後には、提案図面等を提示し、
地域の意見を聞く機会を設けたいと考えている。
　また、全国の主だった企業２５社に本事業への参
加意向をアンケートしたところ、参加意向の企業は
１５社で、そのうち積極的に参加したいと回答した
企業は６社であった。　　（教育委員会事務局長）

大山地域で運行されているコミュニティバス
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福祉施策について
佐藤　則寿（公明党）

問 エシカル消費の重要性を広くア
ピールするなどの啓発活動の推

進を求めるが、障害福祉における今後
の取り組みは。

答 エシカル消費は、人や社会に配慮して作られ
たものを消費することで、その具体例として

は、障害者が作った製品を購入することなどが挙げ
られる。本市では障害者就労施設等で作られた製品
・農作物等の受注機会の増大を図るため、「富山市
障害者就労施設等からの物品などの調達推進方針」
を策定し、前年度実績額を１０％上回る目標を毎年
掲げている。
　購入促進が障害者の工賃向上や生きがいにつなが
ることから、今後より一層、市民への理解が深まる
よう、啓発活動を推進していきたいと考えている。

（福祉保健部長）

富山市の公共施設について
東　　篤（社会民主党議員会）

問 市長は５月１日の記者会見で、
「牛岳温泉スキー場は、赤字が

続こうが維持していく。」と発言して
いるが、そのように考えた理由は。

答 牛岳温泉スキー場が、赤字になっても廃止し
ないというのは、合併協議の時からずっと言

い続けている。体育館というのは、収入がほとんど
入ってこないが、体育施設として必要である。スキ
ー場も体育施設と位置付けて、少なくとも直営のも
のを１カ所は、赤字になろうと市民のために持って
いないといけない。山田地域の牛岳温泉スキー場は、
初級者も取り組みやすいコースであり、赤字になっ
ても維持する。このスタンスは合併以来まったく変
わっていない。	 （市長）

富山市のシティプロモーションについて
木下　章広（日本維新の会）

問 市民へのシティプロモーション
協力への働きかけが弱いように

感じるがどうか。

答 シティプロモーションを推進す
る上で行政と市民との協働・連携は大変重要

である。本市では「ふるさと富山美化大作戦」に毎
年約７万人の市民が参加されていることなどからも、
ソーシャルキャピタル（社会的絆）は大変強いと感
じている。また、「ＡＭＡＺＩＮＧ　ＴＯＹＡＭＡ」

の取り組みなどさまざまな事業を展開しており、地
域との絆をしっかりと持った心豊かな人がたくさん
住んでいるまちをつくっていくことが、シビックプ
ライドの醸成、さらにはシティプロモーションの推
進につながると考えている。	 （企画管理部長）

地域医療・地域介護について
上野　蛍（光）

問 まちなか診療所の主治医の往診
サポートとはどのような状況や

連携を想定しているのか。また、介護
予防・日常生活支援総合事業における
住民主体による支援の現在の検討状況は。

答 実際の連携事例としては、主治医が学会等で
不在となる場合に事前に患者情報の提供を受

け、往診を代行したケース等がある。今後の想定と
しては、主治医が訪問診療の継続が困難となった場
合や、終末期など高頻度の訪問が必要となる場合等
に、サポートしていきたいと考えている。
　住民主体による支援の検討状況については、地域
包括支援センターに委託し、地域の方々が参加する
生活支援体制整備地域連絡会議で、各地域の課題の
整理等を行ったところである。　（福祉保健部長）

奥田賃貸住宅の今後の対応について
岡部　享（社会民主党議員会）

問 安全で利便性の高い住宅となる
よう、建て替えを含めた早期の

対応をすべきと考えるが、見解は。

答 本音では建て替えたいが、耐震
化も建て替えも、入居者全員の一時移転の同

意が必要である。今後、南北接続や路面電車の複線
化、新電停の設置が予定されるなど、さまざまな方
に利用してもらいたい良い地域である。一時移転の
費用負担などを行なっているが、なかなか理解が得
られない状況である。入居者が高齢であるなど、さ
まざまな理由が考えられるが、今後も粘り強く説得
し続けていかなければならないと考えている。（市長）

まちなかへの訪問診療に活躍する超小型電気自動車
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総務文教委員会
　平成２９年度富山市一般会計補正予算、富山市市
税条例の一部を改正する条例制定の件など５件につ
いては、いずれも原案のとおり「可決」「同意」した。

★選ばれるまちづくり事業について
委員　富山はブランド力が高いため、しっかり分析
等をして、県やほかの市町村とともに、より相乗効
果・広告効果が上がるようなものにする必要がある
と考えるが、どうか。
市　シティプロモーション事業に取り組み始めてか
ら約１０年が経過している。昨年、渋谷のスクラン
ブル交差点で、本市のプロモーションビデオを初め
て流したところ、大きな反響があった。今後も、そ
のような効果的なプロモーションを行うために、県
の事業と調整を図りながら取り組みを進めるととも
に、新しい手法等も研究していきたいと考えている。

厚生委員会
　平成２９年度富山市一般会計補正予算、工事請負
契約締結の件（堀川保育所・富山方面団堀川分団器
具置場改築主体工事）など３件については、いずれ
も原案のとおり「可決」「同意」した。

★孫育てセミナー開催事業について
委員　祖父母向けに育児情報を提供する孫育て手帳
について、どのような視点で作り、どのような内容
を考えているのか。
市　祖父母世代がいかに孫を育てるかの答えになる
よう、「子育ての新常識」や「子育ての昔と今」、
「親世代と祖父母世代の付き合い方のポイント」な
どの内容を考えている。

★環境未来都市推進事業について
委員　海外でもさまざまな事業に取り組んでいるが、
現地での事業について、市はどのように関わってい
るのか。

市　市ではこれまでも、環境未来都市計画に位置付
けた取り組みを海外に普及展開してきている。その
中で培われた人脈や知見、ノウハウを活用し、市内
の民間業者が、ＪＩＣＡ事業や環境省の事業への申
請や、相手国の行政機関との交渉等をスムーズに進
められるよう支援を行っている。

商工農林水産委員会
　平成２９年度富山市一般会計補正予算、富山市牛
岳温泉健康センター等条例の一部を改正する条例制
定の件など５件については、いずれも原案のとおり
「可決」した。

★女性活躍環境づくり推進助成金について
委員　どのような経緯で、本事業が提案されたのか。
また、企業への周知はどのように行っていくのか。
市　「女性活躍推進プロジェクトチーム」から提案
された、本市独自の事業である。女性の雇用が増え
てきている建設業や製造業等の組合関係、商工会議
所等の経済団体へ周知をお願いしていきたい。

★第２期呉羽南部企業団地用地取得の件について
委員　土地取得から分譲開始までのスケジュールは。
市　今議会の議決を受けて本契約を締結した後、農
地転用や所有権の移転等を経て、３０年度から造成
を開始し、３２年から分譲開始を予定している。
委員　より多くの企業に入居していただけるよう、
取り組んで欲しい。

建設委員会
　平成２９年度富山市一般会計補正予算、富山市道
路に設ける案内標識等の寸法を定める条例の一部を
改正する条例制定の件など７件については、いずれ
も原案のとおり「可決」「同意」した。

★大手モール景観バナーフラッグ掲出事業について
委員　本事業の費用対効果について、どのように考
えているのか。
市　数値で示すことはできないが、上質でおしゃれ
なにぎわい空間が演出できること、イベントの際に
来街者の高揚感が増すこと、大手モールの施設や店
舗の魅力発信につながることが期待される。
委員　このバナーフラッグは決して安価なものでは
ないため、それらの効果が少しでも上がるように努
めていただき、誰もが自然と歩きたくなる歩行空間
の整備を目指されたい。

プロモーションを行った渋谷スクランブル交差点

１４日～１６日、１９日に４つの常任委員会を開催し、２０日の本会議では、
各常任委員会での審査の経過と結果について、委員長報告を行いました。委員会報告
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インターネットで本会議の生中継および録画中継を閲覧できます。

開かれた議会への取り組み

本会議のインターネット生中継および録画中継は、富山市ホームページの
市議会のページからご覧いただけます。
※録画中継は、各本会議終了後、おおむね４日後（土・日および祝日を
　除く。）からご覧いただけます。

スマートフォン等でご覧いただく場合は、右記コードをご利用ください。

　平成２８年度分および平成２９年４月分（改選前）〈※〉の政務活動費について、収支報告書等の
閲覧・インターネット公開を開始しました。
　収支報告書・実績報告書については、平成２９年６月から閲覧およびインターネット公開を開始しました。
また、領収書等の証拠書類についても、平成２９年７月から閲覧を開始しました。
〈※〉平成２９年４月の議員の任期満了に伴い、平成２９年度の政務活動費は、改選前の４月分と、改選後の５月から平成３０年
　　　３月分までの２回に分けて交付されます。

　政務活動費について第三者機関による審査等を開始しました。
　政務活動費が関係法令等に基づき適切に執行されるよう、公認会計士で構成する第三者機関を各会派で共同
設置し、原則毎週１回、事前にその目的や内容の妥当性について審査を受けるとともに、事後においては、政
務活動費としての適否について審査を受けることとしました。
　また、各会派の政務活動費に関し、例月の出納状況について包括的な監査を受けることとしました。

全ての議案に対する各会派の賛否の一覧表を富山市ホームページの市議会のページに掲載しています。
また、本会議で、賛成討論・反対討論があったものについて、今回から一覧表の中に討論の要旨も掲載し
ています。

議案・意見書・請願の会派別賛否一覧
賛否が分かれた議案については、次のとおりです。 表中の見方：「○」＝賛成 「×」＝反対

議
決
結
果

自
由
民
主
党

　議
員
会

社
会
民
主
党

件　　　名

公
明
党

日
本
共
産
党

会
派
　誠
政

光 日
本
維
新
の
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
38

原案
可決 ○ ○○ ○ × ○ ○ ○

否決

否決 × ○× ○ × ○ × ×

× ○× ○ ○ ○ × ×

不採択 × ○× ○ ○ × ×

不採択 × ○× ○ × ○ ○ ○

不採択 × ○× ○ × ○ × ×

1人○
1人×

山岳遭難者救助対策の推進を求める意見書議員提出議案
第１２号

「改正組織犯罪処罰法」の廃止を求める意
見書

議員提出議案
第１３号

富山市議会政務活動費（政務調査費）の不
正取得の全容を解明し、不正を根絶するこ
とを誓う決議

議員提出議案
第１４号

市民を監視し、抑圧する「テロ等準備罪」
を導入する「組織的犯罪処罰法改正案」に
反対する意見書採択を求める請願

平成２９年分
請願第５号

一般質問における持ち時間の議員個人への
割当て等を求める請願

平成２９年分
請願第６号

小中学校普通教室へのエアコン設置早期実
現を求める請願

平成２９年分
請願第７号

富山市議会では、議員個人による弔電、祝電を廃止しております。
ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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〔条例案件〕

〔予算案件〕 〔契約案件〕

「とやま市議会だより」は環境に配慮し、古紙パルプ配合率70％の紙と植物油インキを使用しています。

議会を傍聴しませんか
●本会議は、自由に傍聴することができます。
傍聴される方は、市役所東館８階の傍聴席入口で本会議傍聴申込書を、ご記入の
上、お入りください。傍聴席は８６席（うち６席イヤホン使用可）あり、さらに
車いすでも傍聴できます。手話通訳を希望される方は、傍聴希望日の５日前（閉
庁日を除きます。）までにお申し込みください。イヤホンをご希望の方には、貸
し出しております。
また、８階の東側展望ロビーにて、本会議を放映するテレビを設置しております。

●委員会は、各委員会（常任委員会、議会運営委員会、特別委員会）の許可の上、
傍聴することができます。
傍聴を希望される方は、委員会開会日の午前８時３０分から委員会開会時刻の
１５分前までの間に、市役所東館６階の議会事務局でお申し込みください。
定員は各委員会１０名です。

本会議・委員会等の日程については、富山市ホームページの市議会のページでご確認ください。

○平成２９年度富山市一般会計補正予算
 補正額 ８億８，７６５万８千円
　・総合体育館第１アリーナ４面スクリーン設置
　　業務委託料 １億３，８１３万２千円
　・ライチョウ舎（Ｂ工区）建築工事
  １億１，０００万円　　
○平成２９年度富山市特別会計補正予算（１会計）
 補正額 ２，０００万円　　
○平成２９年度富山市企業会計補正予算（２会計）
 補正額 １億８，５７０万円　　

○富山市牛岳温泉健康センター等条例の一部改正

○工事請負契約締結の件
　・奥田北小学校大規模改造（その１）主体工事
　・堀川保育所･富山方面団堀川分団器具置場改築
主体工事

可　決　し　た　主　な　議　案

■請願の審議結果
本定例会で審議された請願については、次のとおりです。
◎市民を監視し、抑圧する「テロ等準備罪」を導入する
　「組織的犯罪処罰法改正案」に反対する意見書採択を求める請願 ……………………………　不 採 択
◎一般質問における持ち時間の議員個人への割当て等を求める請願 ……………………………　不 採 択
◎小中学校普通教室へのエアコン設置早期実現を求める請願 ……………………………………　不 採 択
◎「おでかけ定期券」を、より利用しやすい制度に変更することを求める請願 ………………　継続審査
※請願とは、市政などについて意見・要望がある場合や、国会・関係行政庁などへ意見書の提出を求める場合などに、
　議員の紹介を得て、文書にまとめて市議会に提出することをいいます。

■可決した意見書
本定例会で次の意見書を可決し、国会および関係行政庁などへ提出しました。
◎精神障害者に対する交通運賃割引制度の適用を求める意見書
◎ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書
◎山岳遭難者救助対策の推進を求める意見書
※意見書とは、市の公益に関する事柄について、地方自治体の機関としての議会の意思を意見としてまとめた文書の
　ことをいいます。
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